
所在地／香川県高松市
学生数／約6200人
学部／教育、法、経済、医、創造工、農
大学院／教育学、法学、経済学、医学系、工学、農学
▶THE世界大学ランキング2021／1001＋位、同アジア版2020／301-350位、同日本版2020／98位、
　同インパクトランキング2020／401-600位

取材・文／本間学

　
本
学
で
は
2
0
2
0
年
度
か
ら
、
数

理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
を
1

年
次
必
修
の
情
報
科
目
で
学
修
で
き
る

よ
う
に
、
科
目
の
構
成
と
中
身
を
変
え

て
い
ま
す
。
改
編
の
理
由
は
、
育
成
す

る
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
を
技
術
の
進
展
に

合
っ
た
も
の
に
変
え
る
た
め
で
す
。

　
改
編
前
の
授
業
で
は
、
学
生
が
情
報

機
器
の
扱
い
で
困
ら
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
操
作
な

ど
を
中
心
に
教
え
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
今
、
学
生
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の

は
、
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
力
。
最

新
技
術
を
使
う
と
何
が
で
き
る
の
か
、

学
生
の
想
像
力
を
も
っ
と
広
げ
る
内
容

に
変
え
た
い
―
―
情
報
科
目
の
責
任
者

と
し
て
私
は
、
以
前
か
ら
そ
う
し
た
問

題
意
識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

　
と
は
い
え
、
本
科
目
は
全
学
部
の
教

員
が
協
力
し
て
1
年
生
全
員
の
指
導
に

あ
た
る
た
め
、
分
担
し
て
改
編
を
進
め

る
と
な
る
と
調
整
が
大
変
で
す
。
か
と

い
っ
て
、
特
定
の
教
員
に
任
せ
る
に
は

荷
が
重
す
ぎ
ま
す
。
そ
こ
で
、
外
部
の

力
を
活
用
し
、
こ
の
ジ
レ
ン
マ
の
解
消

を
図
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
改
編
に
あ
た
っ
て
は
ま
ず
、
2
単
位

で
実
施
し
て
い
た
科
目
を
各
1
単
位
の

A
と
B
の
2
科
目
に
分
け
、
従
来
の
学

修
内
容
は
A
に
集
約
し
、
B
に
は
新
た

に
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
導
入

し
ま
し
た
。
A
で
習
う
内
容
は
、
初
年

次
必
修
科
目
「
大
学
入
門
ゼ
ミ
」
で
も

扱
っ
て
い
た
た
め
、
連
携
し
て
学
修
内

容
の
過
不
足
を
な
く
し
、
コ
マ
数
の
減

少
を
補
う
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
B
科
目
は
モ
デ
ル
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
基
に
構
成
を
考
え
ま
し
た
。
苦

手
な
学
生
が
講
義
を
繰
り
返
し
視
聴
で

き
る
よ
う
に
フ
ル
オ
ン
デ
マ
ン
ド
化

し
、
私
を
含
め
た
2
人
の
教
員
で
講
義

を
担
当
す
る
こ
と
も
決
め
ま
し
た
。

　
B
科
目
の
講
義
を
準
備
す
る
う
え
で

重
視
し
た
の
は
、
早
く
形
に
す
る
こ
と

で
す
。
止
ま
っ
て
い
る
物
体
を
動
か
す

に
は
大
き
な
力
が
必
要
で
す
が
、
動
い

て
い
る
物
体
な
ら
ば
少
し
の
力
で
加
速

で
き
ま
す
。
改
編
作
業
も
原
理
は
同
じ

で
す
。科
目
を
立
ち
上
げ
て
し
ま
え
ば
、

後
の
改
訂
は
少
な
い
力
で
可
能
で
す
。

そ
の
た
め
、
労
力
が
必
要
な
最
初
の
立

ち
上
げ
に
、
外
部
の
力
を
利
用
す
る
こ

と
に
し
た
の
で
す
。

　
コ
ン
テ
ン
ツ
の
選
定
に
あ
た
っ
て

は
、「
学
生
が
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
必
要
性
を
感
じ
ら
れ
る
か
否

か
」
に
力
点
を
置
き
、
大
学
独
自
コ
ン

テ
ン
ツ
と
合
わ
せ
て
、
ベ
ス
ト
な
構
成

と
な
る
よ
う
に
検
討
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
2
0
2
0
年
度
の
受
講
者
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
受
講
後
に
数
理
・
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
に「
興
味・関
心
を
持
っ

た
」
と
回
答
し
た
割
合
が
94
％
に
も
上

り
、
入
門
科
目
と
し
て
の
役
割
は
十
分

に
果
た
せ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の

災
害
に
備
え
た
「
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
×
危
機
管
理
」
の
科
目
を
開
設

す
る
な
ど
、
本
学
な
ら
で
は
の
発
展
的

な
学
び
を
準
備
す
る
予
定
で
す
。
こ
う

し
た
新
た
な
取
り
組
み
へ
の
余
力
を
内

部
に
残
せ
て
い
る
の
も
、
外
部
活
用
の

メ
リ
ッ
ト
で
す
。

　
私
は
D
X
を
、
茶
道
や
武
道
で
用
い

る
「
守
破
離
」
と
い
う
考
え
に
当
て
は

め
て
捉
え
て
い
ま
す
。「
守
」
は
手
段

の
置
き
換
え
、「
破
」
は
機
能
の
拡
張
、

「
離
」
は
固
定
観
念
か
ら
脱
却
し
た
価

値
創
造
で
す
。
こ
れ
ま
で
〝
無
理
〞〝
当

た
り
前
〞
と
決
め
つ
け
て
い
た
も
の
を

疑
い
、
D
X
に
よ
る
教
育
改
善
に
こ
れ

か
ら
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

データサイエンス教育の全学展開にあたって外部のeラーニング教材を導入した香川大学。
外部リソースの活用や、教育のDX化に対する考えを聞いた。

技
術
の
進
展
に
合
わ
せ
て

情
報
科
目
を
改
編

労
力
の
い
る
立
ち
上
げ
に

外
部
の
力
を
活
用
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香川大学

外部リソースを活用した教育のDX

2021 3-429 2021 3-4 28

フルオンデマンド型で実施する「情報リテラシーB」

到達目標

対象学生

実施形態

講義内容

成績評価

主に１年生（必修、約１3００人が受講）

①数理・データサイエンスの必要性を説明できる
②地域を含む実社会での数理・データサイエンスの事例を例示できる
③どのような思考方法で数理・データサイエンスを扱うか説明できる
④代表的な数理・データサイエンスの技術とその利点・欠点を概説できる

都合のよい時間に受講できる「時間外科目」として、第２クォーター（６～８月）に開講。
正課・８コマ・１単位

週

1

2

3

4

5

6

7

8

履修ガイダンス～情報リテラシーBで何を学ぶか～

数理・データサイエンスを活用した地域活性

データサイエンスとは

実社会のデータサイエンスの事例

データを扱う①（データの確認と関数の使い方など）

データを扱う②（回帰分析、統計的仮説検定など）

機械学習①（機械学習の概要とクラウドサービスなど）

機械学習②（回帰とクラスタリングなど）

大学独自コンテンツ

外部コンテンツ

講義コンテンツ視聴後の課題（選択式５問と２００字以上の記述式１問）を、
期限までに全て提出することで単位認定（優良可の評定をしない認定科目）

講義内容

データサイエンス教育の講義コンテンツ

デザイン思考のプロセスを
業務のDX化に応用注目！

　香川大学では、全学共通教育でデザイン思考＊3能力の育成に力を入れて
おり、その思考法を大学業務のDX化でも生かしている。DX化技術支援室室
長の八重樫理人教授は業務DXのポイントについて、「どんな世界を実現した
いか、全員が世界観に『共感』したうえで、各部署において何を解決すればよ
いか、『問題定義』を“泥臭く”議論することが何よりも大切」だと指摘する。何
のためにどういう問題を解決するかがあいまいなままシステムを導入すると、手
段が置き換わるだけで、現場の忙しさは変わらないという事態に陥るからだ。
　現在、同大学では、「デジタルワンキャンパス構想」を掲げ、分散したキャン
パスを前提としたこれまでの組織や業務のあり方を根本から見直し、生産性の
向上と学生支援の充実を図ろうとしている。

香川大学デジタルワンキャンパス構想

デジタルキャンパス

＊1 数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアムから2020年4月に公開されたリテラシーレベルのモデルカリキュラム
＊2 修行の段階を表す言葉で、「守」は流派の教えを守り身に付ける段階、「破」は他の流派などの教えも取り入れ発展させる段階、「離」は流派の教えから離れ独自のものを生み出す段階

＊3 「共感→問題定義→アイデア創出→具体化→検証」のプロセスを踏みながら課題解決に取り組むこと

＊1

＊2

特集  何のため？ 何をする？ どう進める？ 大学のDX

ワンキャンパスの実現で、「キャンパスごとに設置され
た事務組織」や「キャンパスごとに行う学生対応」といっ
たリアルな世界での“当たり前”を変える

全てのキャンパスが常時オンラインに接続し、リアル
なキャンパスが、デジタルのキャンパスに包含される

幸町
キャンパス

林町
キャンパス

三木町
医学部

キャンパス

三木町
農学部

キャンパス

教育学部
附属学校園

香川県
全域


